
１　施設の概要

　施設名称 宮城県民会館（愛称：東京エレクトロンホール宮城）

　所 在 地 仙台市青葉区国分町三丁目３－７

　設置年月 昭和３９年９月（開館から５４年が経過）

　設置目的 本県の文化芸術活動の拠点施設として，文化芸術活動のための施設の提供，文化芸術を

鑑賞する機会の提供，文化芸術活動に参加する機会の提供などの活動を行うため設置し

たもの。

　運営形態 指定管理者による管理運営

・指定管理者：宮城県民会館管理運営共同企業体


　　　　　　　（宮城県文化振興財団，東北共立，陽光ビルサービス）

・指定管理期間：平成２６年４月～平成３１年３月

　　　　　　　（次期：平成３１年４月～平成３６年３月）

・指定管理料：６７７，３９６千円（５年間合計）

　そ の 他 平成２０年度からネーミングライツを導入し，施設の運営及び整備費等の財源に

充当している。

・現スポンサー：東京エレクトロン宮城株式会社（平成２９年４月～平成３２年３月）

　平成３０年度　年３，０００万円（消費税及び地方消費税は別途）

２　施設の構造等

　構　　造 鉄骨鉄筋コンクリート造　地上６階　地下１階

　面　　積 敷地３，６２７．９６㎡　
　

建床３，１９５．２７㎡　延床１２，４７０．０４㎡

　構　　成　
大ホール（１，５９０席），楽屋１０室（特別室含む），

　　　　 大・中・小会議室，展示室，リハーサル室　など

３　大ホールの概要

　舞台形式 プロセニアム形式（同型式では県内ホールで最大）

　客　　席 総席数：１５９０席（１階１２０６席　２階２０９席　３階１７５席），

車いす専用席３席，オーケストラピット使用時１１６席減


　舞　　台 間口２２．５ｍ　奥行１５．６ｍ　高さ８．５ｍ，廻り舞台径　１１．５ｍ，

迫り上げ舞台　巾１．２ｍ×長さ５．０ｍ，花道　下手１４．５ｍ
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４　県民会館（大ホール）の直近１０年間の利用状況

　○県民会館の大ホール稼働率及び入場者数は，県内のホール施設の中でも最高水準であり，県内に

　　おける文化の殿堂，文化芸術の拠点施設として認知されている。

　○県民会館は，全国でも数少ない劇団四季のロングラン公演の開催会場としても知られており，


　　今年度開催された公演「オペラ座の怪人」は，８０公演で約１１．５万人を動員するなど人気を

　　博し，東北を代表する劇場でもある。
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平成29年度 1,590 281 220 78.3% 270,315

平成28年度 1,590 236 199 84.3% 216,255

平成27年度 1,590 333 294 88.3% 296,797

平成26年度 1,590 303 244 80.5% 250,950

平成25年度 1,590 318 294 92.5% 241,917

平成24年度 1,590 256 181 70.7% 193,323

平成23年度 1,590 0 0 － 0

平成22年度 1,590 248 225 90.7% 212,113

平成21年度 1,590 255 215 84.3% 243,363

平成20年度 1,590 319 295 92.5% 251,041
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